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1本マニュアルについて

1.1 マニュアルの内容
本マニュアルには、主に IPの構造と機能、ポートの説明、タイミングの説明、呼び出

しと構成、およびリファレンス・デザイン等が含まれています。本マニュアルは、ユーザー

が Gowin PSRAM Memory Interface HS & HS 2CH IPを使いこなせるように作成されてい
ます。IPはシングルチャネルとデュアルチャネルをサポートしています。シングルチャネ
ルとデュアルチャネルの使用方法が基本的に同じであるため、このマニュアルでは、主にシ

ングルチャネルの使用方法を紹介し、デュアルチャネルに関する内容については補足情報を

追加します。本マニュアルに記載のソフトウェア GUIのスクリーンショットは、Gowinソ
フトウェア 1.9.11.03の場合のものです。ソフトウェアのアップデートにより、一部の内容
が変更される場合があります。

1.2 関連ドキュメント
GOWINセミコンダクターのホームページ www.gowinsemi.com/jaから、以下の関連ド

キュメントがダウンロード、参考できます：

● GW1NRシリーズ FPGA製品データシート(DS117)

● GW1NSRシリーズ FPGA製品データシート(DS861)

● GW1NSシリーズ FPGA製品データシート(DS821)

● GW1Nシリーズ FPGA製品データシート(DS100)

● GW2Aシリーズ FPGA製品データシート(DS102)

● GW2ARシリーズ FPGA製品データシート(DS226)

● GW2ANRシリーズ FPGA製品データシート(DS961)

● GW2AN-18X & 9X FPGA製品データシート(DS971)

● GW2AN-55 FPGA製品データシート(DS976)

● Gowinソフトウェア ユーザーガイド(SUG100)

1 本マニュアルについて
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1.1 マニュアルの内容

https://www.gowinsemi.com/ja
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS117J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS861J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS821J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS102J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS226J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS961J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS971J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS976J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf


1.3 用語、略語
本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味を表 1-1に示します。

表 1-1 用語、略語

用語、略語 正式名称 意味

2CH 2 Channels 2チャネル

GSR Global System Reset グローバル・システム・リセ

ット

HS Horizontal Sync 水平同期

IP Intellectual Property 設計資産

LUT Look-up Table ルックアップテーブル

PSRAM Pseudo Static Random Access Memory 擬似 SRAM

RAM Random Access Memory ランダム・アクセス・メモリ

1.3 用語、略語
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2概要

Gowin PSRAM Memory Interface HS IPは、PSRAM規格に準拠した汎用 PSRAM高速
メモリインターフェース IPです。この IPには、PSRAMメモリコントローラ(Memory
Controller Logic)及び対応する物理インターフェース(Physical Interface、PHY)デザインが含
まれています。Gowin PSRAM Memory Interface HS IPは、PSRAMメモリとの接続を可能
にする汎用コマンドインターフェースを提供しています。

表 2-1 Gowin PSRAM Memory Interface HS IP

Gowin PSRAM Memory Interface HS IP

ロジックリソース 表 3-1参照。

提供されるファイル

設計ファイル Verilog (暗号化)

リファレンス・デザイン Verilog

テストベンチ Verilog

テストおよび設計フロー

合成ソフトウェア GowinSynthesis

統合開発環境 Gowinソフトウェア(V1.9.8Beta以降)

注記：

デバイスのサポート情報は、Gowinセミコンダクターのホームページで確認できます。

2 概要
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3主な特徴およびパフォーマンス

3.1 主な特徴
● サポートされる PSRAMモデルはW955D8MKY-6I
● 8、16、24、および 32ビットのメモリ・データ・パス幅をサポート
● x8データ幅のメモリをサポート
● プログラム可能なバースト長：16、32、64、および 128
● クロック比 1：2をサポート
● 初期レイテンシ(6)をサポート
● 固定レイテンシ・モードをサポート
● パワーダウン・オプションをサポート
● 構成可能なドライブ強度
● 構成可能なセルフリフレッシュ領域
● 構成可能なリフレッシュレート
● シングルチャンネル、デュアルチャンネルの 2つの動作モードをサポート

3.2 動作周波数と帯域幅の効率
Gowin PSRAM Memory Interface HS IPがサポートするデータレートと効率：

● IPは最大 166 MHzの動作周波数をサポートできますが、FPGAデバイスの性能の違いに
より最大動作周波数が異なる場合があります。

● バースト長が 128の場合、帯域幅の効率は 76%。
● バースト長が 64の場合、帯域幅の効率は 61%。
● バースト長が 32の場合、帯域幅の効率は 44%。
● バースト長が 16の場合、帯域幅の効率は 28%。

3.1 主な特徴
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3.3 リソース使用量
Gowin PSRAM Memory Interface HS IPは、Verilog言語で実現され、LittleBeeファミ

リー、Aroraファミリー FPGAに適用されます。そのリソース使用量は表 3-1に示す通りで
す。他の Gowin FPGAにおけるアプリケーション検証については、更新版を参照してくだ
さい。

表 3-1 リソース使用量

DQ_WIDTH LUT Registers I/O fMAX シリーズ
スピードグ
レード

16(x8) 1004 620 29 333Mbps GW1NR-9 C6/I5

注記：

表 3-1では、Gowin PSRAM Memory Interface HS IPのアドレス長は 21ビット、PSRAM WITDHは x8、バー
スト長は 128です。デュアルチャネル PSRAM IPの場合、リソース使用量は少し増加します。

3 主な特徴およびパフォーマンス
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4機能の説明

4.1 構造
Gowin PSRAM Memory Interface HS IPの基本構造には、主に Memory Controller

Logic、Physical Interface等のモジュールが含まれています(図 4-1)。
図 4-1内の User Designは、外部 PSRAMチップに接続する、FPGAのユーザーデザイ

ンです。

図 4-1 Gowin PSRAM Memory Interface HS IPの構造

Memory
Controller

Logic

Physical
Interface

MC/PHY
Interface

FPGA

User
Design PSRAM

rst_n
memory_clk

addr
cmd

cmd_en
wr_data

data_mask

rd_data

rd_data_valid

O_psram_ck

O_psram_ck_n

O_psram_cs_n

O_psram_reset_n

IO_psram_dq

IO_psram_rwds
clk_out

Init_calib

pll_lock

4.2 Memory Controller Logic
Memory Controller Logicは、ユーザーデザインと PHYの間にある、Gowin PSRAM

Interface HS IPのロジックモジュールです。Memory Controller Logicは、ユーザーインタ
ーフェースからのコマンド、アドレス、およびデータを受信して、特定の論理的な順序で保

存します。

ユーザーからの読み出し/書き込みなどのコマンドとアドレスは、Memory Controller
Logicで並べ替えられ、PSRAMプロトコルに準拠したデータ形式に再編成されます。それ

4.1 構造
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と同時に、データを書き込むとき、Memory Controller Logicはコマンドとデータ間の初期
遅延値を満たすようにデータを再編成およびバッファリングします。データを読み出すと

き、Memory Controller Logicは読み出されたデータをサンプリングおよび再編成し、正し
いデータに復元します。

PSRAM Memory Controllerは、主に CMD、WR_Data、および RD_Dataの 3つのモジ
ュールで構成されています(図 4-2)。

図 4-2 PSRAM Memory Controller Logicの基本構造

RD_Data

WR_Data

CMD

Write Data Path

Initialization

Address 
Command Path

Read Data Path

PHY

User
Design

4.3 PHY
PHYは Memory Controller Logicと外部 PSRAM間の物理層の定義及びインターフェ

ースを提供します。Memory Controller Logicからのコマンド、アドレス、およびデータを
受信して、PSRAMインターフェースにタイミング及びシーケンス要件を満たす信号を提供
します。

図 4-3に示すように、PHYには主に、初期化モジュール、データパス、コマンド/アド
レス制御パス、および I/Oロジックモジュールの 4つのモジュールが含まれています。

4 機能の説明
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図 4-3 PSRAM PHYの基本構造

I/O Logical Unit
PSRAMMemory

Controller
Logic

Data Path

Initialization 

Command/Address 
Control Path

PHY

4.3.1 初期化モジュール
初期化モジュールは、主に PSRAMのパワーアップ後の初期化及び読み出しキャリブレ

ーション(校正)に使用されます。すべての初期化と読み出校正が完了した後、信号
「init_calib」は Lowから Highになり、すべての初期化が完了したことを指示します。

パワーアップ初期化

PSRAM規格によれば、電源投入後、PSRAMチップに対してリセット、モードレジス
タの構成、および読み出しキャリブレーションといったプロセスを含む初期化を行う必要が

あります。

4.3.2 データパス
データパスには、データ書き込みとデータ読み出しが含まれます。

4.3.3 コマンド/アドレス制御パス
コマンド/アドレス制御パスは単方向パスです。Memory Controller Logicが送信したコ

マンド及びアドレス信号を受信し、データパスとともに書き込み読み出しデータ遅延パラメ

ータを処理してコマンドを I/Oロジックに送信します。

4.3.4 I/Oロジックモジュール
I/Oロジックモジュールは、主にデータパス及びコマンド/アドレスパスを介して転送さ

れたデータ、コマンド、アドレス信号に対してクロックドメインの変換を行います。

4.4 主な機能
PSRAM Memory Interface HS IPの機能：

● PSRAMチップの初期化

4.4 主な機能
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● アドレスとコマンドの送信。
● データの書き込み
● データの読み出し

4.4.1 初期化
PSRAMは、通常の書き込みおよび読み出し操作を実行するには、読み出しキャリブレ

ーションを行う必要があります。したがって、電源投入後、PHYは PSRAMに対して初期
化の読み出し校正を実行します。初期化が完了すると、初期化完了フラグ init_calibが返さ
れます。シングルチャネル PSRAM IPの場合は 2個の PSRAMチップは同時に初期化され
ます。デュアルチャネル PSRAM IPの場合は 2個の PSRAMチップは個別に初期化され、
そして 2つの初期化完了信号はユーザーにそれぞれ送信されます。

図 4-4に示すように、初期化後はユーザーに完了信号を返します。

図 4-4 初期化完了信号のタイミング図

4.4.2 アドレスとコマンドの送信
ユーザーは、addr、cmd、cmd_enなどのポートを介してコマンドとアドレスを送信で

きます。

● addrはアドレス信号です。IPの帯域幅はデータ幅拡張によって拡大されます。ユーザー
が複数の PSRAMチップを使用する場合、IPは PSRAMにアクセスする際に複数の
PSRAMチップを 1つの PSRAMとしてアクセスします。ユーザーは、1つまたは複数の
PSRAMチップを使用する際にアドレス幅が変わるかどうかを気にする必要はありませ
ん。この IPが駆動する PSRAMチップのアドレスはワードアドレスです。つまり、各ア
ドレスには 2バイトが格納されます。例えば、シングルチャネルの IPが 2つの PSRAM
を駆動する場合、1つのアドレスに 4バイトが格納されます。バースト読み出しまたはバ
ースト書き込みに使用されるアドレス長はバースト長の 1/2です。連続アドレスの書き
込み/読み出しの場合、隣接する 2つの操作のアドレスがバースト長/2増えます。

● cmdはコマンド信号です。
● cmd_en：アドレスおよびコマンドのイネーブル信号で、アクティブ Highです。
● シングルチャネル PSRAM HS IPとは違って、デュアルチャネル PSRAM HS IPのコマン
ドとアドレスは独立しており、制御信号をそれぞれ提供する必要があります。

アプリケーションでは、ユーザーインターフェースのアドレスバスと物理メモリの

ROW、Upper Column、Lower Columnの間に特定のマッピング関係があり、本デザインで
は、ROW - Upper Column - Lower Columnの順序で配置され、そのアドレッシング方法は
図 4-5に示すとおりです。アプリケーションでは、ユーザーは必要に応じてアドレスを指定
するだけです。

4 機能の説明
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図 4-5 Row-Column順のアドレッシング方法
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ユーザーが cmdポートを介して送信できるコマンドは、表 4-1に示す通りです：

表 4-1 cmdポートを介したコマンド

コマンド cmd

Read 1’b0

Write 1’b1

ユーザーインターフェース側のコマンド、アドレス、およびイネーブル信号間のタイミ

ングを図 4-6に示します。
cmd_enが Highの場合、cmdと addrは有効です。

図 4-6 コマンド、アドレス、およびイネーブル信号のタイミング図(1)

ユーザー側で実際に使用する場合、2つの読み出し/書き込みコマンドの間隔は、最小間
隔期間(Tcmd)以上である必要があります。即ち、バースト長が 16の場合、最小コマンド間
隔は 14クロックサイクルであり、バースト長が 32の場合、最小コマンド間隔は 18クロッ
クサイクルであり、バースト長が 64の場合、最小コマンド間隔は 26クロックサイクルで
あり、バースト長が 128の場合、最小コマンド間隔は 42クロックサイクルです。表 4-2に
示すとおりです。

表 4-2 Tcmdとバースト長の関係

バースト長 Tcmd(2つのコマンドの間隔)

128 42クロックサイクル

64 26クロックサイクル

32 18クロックサイクル

16 14クロックサイクル

4.4 主な機能
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cmd_enを Highにプルアップしてコマンドを書き込むには、Tcmdの間隔を満たすこと
に加えて、cmd_rdyも 1である必要があります。Tcmdの間隔に達した後、cmd_rdyが 1か
どうかをチェックします。cmd_rdyが 1であれば、cmd_enを Highにプルアップすること
ができます。そうでなければ、cmd_rdyが 1になるまで待機してから cmd_enを Highにプ
ルアップする必要があります。そのタイミング図を以下に示します。

図 4-7 コマンド、アドレス、およびイネーブル信号のタイミング図(2)

4.4.3 データの書き込み
ユーザーは、wr_data、data_maskなどのポートを介して、書き込みデータを Gowin

PSRAM Memory Interface HS IPに送信することができます。処理された書き込みデータ
は、PSRAMチップに送信されます。

● wr_dataは、書き込みデータです。● 

● data_mask[1]は書き込みマスクです。● 

注記：

[1] data_maskの使用方法については、データ・マスク（data_mask）を参照してください。

● 書き込みデータチャネルとコマンドチャネルの間には複数のタイミング状況がありま● 
す。下図はバースト長が 16の場合のタイミングです。

● シングルチャネル PSRAM IPとは違って、デュアルチャネル PSRAM IPのデータポート● 
は独立しており、書き込みデータをそれぞれ提供する必要があります。

4 機能の説明
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図 4-8 書き込みデータポートのタイミング図

● バースト長が 32の場合、書き込みデータは 8クロックサイクルを占有します(図 4-9)。● 

● マスク機能を使用しない場合、data_maskは 0にすることができます。● 

図 4-9 バースト長が 32の場合のデータ書き込みタイミング

● バースト長が 64の場合、書き込みデータは 16クロックサイクルを占有します(図 4-10)。● 

● マスク機能を使用しない場合、data_maskは 0にすることができます。● 

図 4-10 バースト長が 64の場合のデータ書き込みタイミング

4.4 主な機能
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● バースト長が 128の場合、書き込みデータは 32クロックサイクルを占有します(図● 
4-11)。

● マスク機能を使用しない場合、data_maskは 0にすることができます。● 

図 4-11 バースト長が 128の場合のデータ書き込みタイミング

データ・マスク（data_mask）

不要なデータに対しては、データ・マスク信号（data_mask）を使ってマスクすること
ができます。data_maskは、アクティブ Highで 1ビットごとに wr_dataの 1バイトを制御
します。その対応関係は、data_mask[0]が wr_data[7:0]、data_mask[1]が wr_data[15:8]、
data_mask[2]が wr_data[23:16]を制御する……というようになっています。

図 4-12に示すように、データ書き込みの際には wr_data[15:0]=16'hcdefがマスクさら
たため、書き込まれた 16'hcdefは読み出し際に返されません。これは、16'hcdef を PSRAM
に書き込む際、PSRAMの対応する位置の元のデータは上書きされず、16'hxxxxは書き込み
マスクが行われる前のデータであるためです。

図 4-12 data_maskと書き込み/読み出しデータのタイミング関係

4.4.4 データの読み出し
ユーザーは、ポート rd_data、rd_data_validを介して PSRAMが返すデータを読み出す

ことができます。

● rd_dataは、返される読み出しデータです。● 

● rd_data_validは、読み出しデータ有効信号で、アクティブ Highです。● 

● 読み出しデータチャネルとコマンドチャネルの間には複数のタイミング状況がありま● 
す。下図はバースト長が 16の場合のタイミングです。

4 機能の説明
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● シングルチャネル PSRAM IPとは違って、デュアルチャネル PSRAM IPのデータポート● 
は独立しており、rd_data_valid信号と rd_dataをそれぞれ受信する必要があります。

図 4-13 読み出しデータポートのタイミング図

● バースト長が 32の場合、読み出しデータは 8クロックサイクルを占有します(図 4-14)。● 

図 4-14 バースト長が 32の場合のデータ読み出しタイミング

● バースト長が 64の場合、読み出しデータは 16クロックサイクルを占有します(図 4-15)。● 

図 4-15 バースト長が 64の場合のデータ読み出しタイミング

● バースト長が 128の場合、読み出しデータは 32クロックサイクルを占有します(図● 
4-16)。

4.4 主な機能
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図 4-16 バースト長が 128の場合のデータ読み出しタイミング

4 機能の説明
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5ポート一覧

シングルチャネルの場合、Gowin PSRAM Memory Interface HS IPの I/Oポートは表
5-1に示すとおりです。

表 5-1 Gowin PSRAM Memory Interface HS IPの I/Oポート一覧

信号 幅(ビット) 方向 説明

User Interface

addr ADDR_WIDTH 入力 アドレス

cmd 1 入力 コマンド

cmd_en 1 入力 コマンドおよびアドレスイネーブル

信号：

0：無効
1：有効

cmd_rdy 1 出力 cmd_enを Highにプルアップするに
は、次の 2つの条件を満たす必要があ
ります。

● 表 4-2における Tcmd間隔
● cmd_rdy=1

rd_data 4*DQ_WIDTH 出力 読み出しデータ

rd_data_valid 1 出力 rd_data有効信号：
0：無効
1：有効

wr_data 4*DQ_WIDTH 入力 書き込みデータ

data_mask MASK_WIDTH 入力 wr_dataにマスク信号を提供します

clk 1 入力 リファレンス・クロック。通常はオン
ボードの水晶発振器を使用

init_calib 1 出力 初期化完了信号

IPUG943-1.5J 16(30)
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信号 幅(ビット) 方向 説明

clk_out 1 出力 ユーザーデザイン用クロックで、周波
数は Memory Clkの 1/2。

rst_n 1 入力 リセット信号：

0：有効
1：無効

memory_clk 1 入力 ユーザー側から入力されるメモリ動
作クロック。通常は PLL逓倍による
高速クロック

pll_lock 1 入力 memory_clkのソースが PLLの逓倍
による出力クロックの場合、このポー

トを PLLの pll_lockピンに接続しま
す。

PLLを使用しない場合、このポートを
1'b1に接続します。

PSRAM Interface

O_psram_cs_n CS_WIDTH 出力 チップセレクト信号、アクティブ Low

O_psram_ck CS_WIDTH 出力 PSRAMに提供するクロック信号

O_psram_ck_n CS_WIDTH 出力 O_psram_ckとともに差動信号を構
成します

O_psram_reset_n CS_WIDTH 出力 PSRAMリセット信号

IO_psram_dq DQ_WIDTH 双方向 PSRAMデータ

IO_psram_rwds RWDS_WIDTH 双方向 PSRAMデータストローブ信号および
マスク信号

デュアルチャネルの場合、Gowin PSRAM Memory Interface HS IPの I/Oポートは表
5-2に示すとおりです。

表 5-2 Gowin PSRAM Memory Interface HS IPの I/Oポート一覧

信号 幅(ビット) 方向 説明

User Interface

addr0 ADDR_WIDTH 入力 アドレスチャネル 0

addr1 ADDR_WIDTH 入力 アドレスチャネル 1

cmd_rdy0 1 出力 cmd_en0を Highにプルアップする
には、次の 2つの条件を満たす必要が
あります。

● 表 4-2における Tcmd間隔
● cmd_rdy0=1

5 ポート一覧
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信号 幅(ビット) 方向 説明

cmd_rdy1 1 出力 cmd_en1を Highにプルアップする
には、次の 2つの条件を満たす必要が
あります。

● 表 4-2における Tcmd間隔
● cmd_rdy1=1

cmd0 1 入力 コマンドチャネル 0

cmd1 1 入力 コマンドチャネル 1

cmd_en0 1 入力 チャネル 0コマンド及びアドレスイ
ネーブル信号：

0：無効
1：有効

cmd_en1 1 入力 チャネル 1コマンド及びアドレスイ
ネーブル信号：

0：無効
1：有効

rd_data0 [31:0] 出力 読み出しデータ 0

rd_data1 [31:0] 出力 読み出しデータ 1

rd_data_valid0 1 出力 チャネル 0 rd_data有効信号：
0：無効
1：有効

rd_data_valid1 1 出力 チャネル 1 rd_data有効信号：
0：無効
1：有効

wr_data0 [31:0] 入力 書き込みデータ 0

wr_data1 [31:0] 入力 書き込みデータ 1

data_mask0 [3:0] 入力 wr_data0にマスク信号を提供

data_mask1 [3:0] 入力 wr_data1にマスク信号を提供

init_calib0 1 出力 初期化完了信号 0

init_calib1 1 出力 初期化完了信号 1

clk 1 入力 リファレンス・クロック。通常はオン
ボードの水晶発振器を使用。

memory_clk 1 入力 ユーザー側から入力されるメモリ動
作クロック。通常は PLL逓倍による
高速クロック

pll_lock 1 入力 memory_clkのソースが PLLの逓倍
による出力クロックの場合、このポー
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信号 幅(ビット) 方向 説明

pll_lock 1 入力 トを PLLの pll_lockピンに接続しま
す。

PLLを使用しない場合、このポートを
1'b1に接続します。

clk_out 1 出力 ユーザーデザイン用クロックで、周波
数は Memory Clkの 1/2。

rst_n 1 入力 リセット信号：

0：有効
1：無効

PSRAM Interface

O_psram_cs_n [1:0] 出力 チップセレクト信号、アクティブ Low

O_psram_ck [1:0] 出力 PSRAMに提供するクロック信号

O_psram_ck_n [1:0] 出力 O_psram_ckとともに差動信号を構
成します

O_psram_reset_n [1:0] 出力 PSRAMリセット信号

IO_psram_dq [15:0] 双方向 PSRAMデータ

IO_psram_rwds [1:0] 双方向 PSRAMデータストローブ信号および
マスク信号

5 ポート一覧
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6パラメータの構成

Gowin PSRAM Memory Interface HS IPは、PSRAMをサポートしており、ユーザーは
必要に応じて Gowin PSRAM Memory Interfaceの各静的パラメータ及びタイミングパラメ
ータを構成することができます。パラメータの詳細を表 6-1に示します。

表 6-1 Gowin PSRAM Memory Interfaceの静的パラメータ

名称 説明 オプション

Memory TYPE PSRAMチップのモデル W955D8MBYA，Custom

CLk Ratio PSRAM PHYと内部ロジックの
クロック比(カスタマイズ不可)。

1:2

Memory Clock 望ましい動作周波数 50MHz~166MHz

Channel Number チャネル数の選択 1 channel：シングルチャネル
2 channel：デュアルチャネル

Psram Width PSRAMチップの DQ幅 8

Dq Width ユーザーが使用する総 DQ幅 8,16,24,32,40,48,56,64

Addr Width メモリのアドレス幅(モデルによ
り異なる)。

21

Data Width ユーザーデータ幅 4*Dq Width

CS Width チップセレクト幅 Dq Width/Psram Width

Mask Width マスク幅 Data Width/Psram Width

Burst Mode バースト長 16, 32, 64, 128

Burst Num バーストデータの数 Burst Mode/4

Fixed Latency Enable 固定レイテンシのイネーブル “Fixed”

Initial Latency 初期レイテンシ値 6

Drive Strength ドライブ強度 35, 50, 100,200

Deep Power Down パワーダウン・オプション “OFF”，“ON”

Hybrid Sleep Mode スリープモード “OFF”，“ON”

IPUG943-1.5J 20(30)
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名称 説明 オプション

Refresh Rate リフレッシュレート “normal”，“faster”

PASR セルフリフレッシュ領域 full,bottom_1/2,bottom_1/4,bottom_1/8,
top_1/2, top_1/4, top_1/8

Shift Delay サンプリング・ウィンドウの調整 通常はデフォルト値を使用します。高温
および低温テストでビットエラーが発生
した場合は、適切に調整できます。調整
範囲は 0〜255です。

6 パラメータの構成
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7GUIでの構成

ユーザーは、Gowinソフトウェアの IP Core Generatorを使用して Gowin PSRAM
Memory Interface HS IPを呼び出しおよび構成することができます。本章では、
W955D8MBYA PSRAMメモリを例に、主な構成画面、構成手順、及び各構成オプションの
意味を説明します。

1. IP Core Generatorを開く1. 
プロジェクトが作成された後、「Tools > IP Core Generator」を開きます(図 7-1)。

図 7-1 IP Core Generatorを開く
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2. PSRAM Memory Interface HS IPコアを開きます2. 
「Memory Control > PSRAM Memory Interface HS」をダブルクリックすると、 PSRAM
Memory Interface HS IPコアの構成画面が開きます(図 7-2)。

図 7-2 PSRAM Memory Interface HS IPコアを開く

7 GUIでの構成
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3. PSRAM Memory Interface HS IPコアの構成画面3. 
構成画面の左側は PSRAM Memory Interface IPコアのポート図です(図 7-3)。
ポート図の右側は PSRAM Memory Controllerとユーザーデザイン間のインターフェー
スであり、ユーザーはユーザーデザインを PSRAM Memory Interface HS IPに接続して
コマンド及びデータの送受信を実現します。ポート図の左側は PHY(Physical interface)
とメモリ間のインターフェースであり、ユーザーは PSRAM Memory Interface HS IPコ
アをメモリに接続してデータへのアクセスを実現します。ポート図の信号幅、信号数は

構成により異なります。

図 7-3 IPコアの構成画面
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4. 一般情報の構成4. 
構成画面の上部は一般情報の構成エリアであり、本マニュアルでは、GW1NR-9デバイ
ス MBGA100PFパッケージを例に説明します。

● 「Module Name」は、生成れる IPモジュールのモジュール名です。この名前は変更可
能です。

● 「File Name」は、生成される IPファイルのファイル名です。この名前は変更可能で
す。

● 「Create In」は IPコアのフォルダのパスです。このパスは変更可能です。

図 7-4 一般情報の構成画面

7 GUIでの構成
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5. 各パラメータの説明については、6 パラメータの構成を参照してください。5. 

図 7-5 パラメータの構成

注記：

PSRAM HS 2CH IPの場合：Dq Widthと Psram Widthは変更できません。2個のメモリは 1つのメモリの
幅に従って構成されています。トップレベル・ファイルでは 2つのチャネルをインスタンス化してデュア
ルチャネル伝送を実装し、チャネルごとに 1つのメモリが配置されます。4個のメモリは 2個のメモリの
幅に従って構成されています。トップレベル・ファイルでは 4つのチャネルをインスタンス化してデュア
ルチャネル伝送を実装し、チャネルごとに 2個のメモリが配置されます。
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8リファレンス・デザイン

ユーザーが Gowin PSRAM Memory Interface HS IPを使いこなせるよう簡単なリファ
レンス・デザインが提供されています。リファレンス・デザインの基本構造を図 8-1に示し
ます。

図 8-1 リファレンス・デザインの基本構造

Memory
Controller

Logic

Physical
Layer

MC/PHY
Interface

psram
test

Gowin PSRAM Interface IP

psram_syn_top

Key
deboun

ce
PSRAM

Ref. Design

リファレンス・デザインでは、psram_syn_topはトップ・モジュールであり、そのポー
トはリファレンス・クロックや外部リセットなどの入力信号に接続されています。ポートの

接続は表 8-1のとおりです。psram_testは Gowin PSRAM Interface HS IPに必要なアドレ
ス、データ、及び読み出し書き込み等のコマンドを生成するのに使用される、合成可能なモ

ジュールです。Key_debounceモジュールは、キーの押し、または DIPスイッチで外部ステ
ィミュラスを制御する際に生成されるバウンスの除去に使用されるデバウンスモジュール

です。

8 リファレンス・デザイン
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表 8-1 psram_syn_topモジュールの入力ポート一覧

名称 説明

clk リファレンス・クロック(入力)、デフォルトで 50MHz

rst_n リセット信号(入力)

init_calib IP初期化完了信号。Highレベルは初期化が成功したことを示し
ます。

error データ検証信号。Highレベルは読み出しデータにビットエラー
が検証されたことを示します。

PSRAM_testモジュールは、n個の連続した書き込み信号とデータを生成した後、書き
込まれたデータに対して n個の連続した読み出し操作を実行し、データ検証を実行します。
検証が完了すると、書き込み操作と読み出し操作が繰り返されます。このリファレンス・デ

ザインでは、W955D8MBYAが使用されており、Burst Modeは 128、DQ幅は 16ビットで
す。

psram_testと PSRAM Memory Interface HS IPポート間の一部の信号のシミュレーシ
ョン波形は 図 8-2に示す通りです。

図 8-2 psram_testの一部のシミュレーション波形
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9提供されるファイル

提供されるファイルには主に、ドキュメント、デザインのソースコード、およびリファ

レンス・デザインが含まれています。

9.1 ドキュメント
フォルダにはユーザーガイド(PDFファイル)があります。

表 9-1 ファイル一覧

名称 説明

Gowin PSRAM Memory Interface HS IPユ
ーザーガイド(IPUG943)

即ち本マニュアル。

9.2 デザインのソースコード(暗号化)
暗号化コードのフォルダには、GUIで使用される、Gowin PSRAM Memory Interface HS

IPの RTL暗号化コードが含まれています。

表 9-2 デザインのソースコード一覧

名称 説明

PSRAM_TOP.v 暗号化されていない、IPコアのトップレベル・ファイル。ユーザ
ーにインターフェース情報を提供します。

GOWIN PSRAM Memory Interface HS IPの一部のコード

psram_code.v 暗号化された Gowin　PSRAM Memory Interface HS IPデザイン
の RTLソースファイル

psram_define.v 暗号化されていない、GUIを介して生成された Gowin PSRAMメ
モリコントローラパラメータ定義モジュール

psram_local_define.v 暗号化された Gowin PSRAMメモリコントローラパラメータ定
義処理モジュール

psram_param.v 暗号化されていない、GUIを介して生成された Gowin PSRAMメ
モリコントローラパラメータ構成モジュール

9 提供されるファイル
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名称 説明

psram_local_param.v GUIからのパレメータを処理する、暗号化された Gowin PSRAM
メモリコントローラパラメータ処理モジュール

9.3 リファレンス・デザイン
Ref. Designフォルダには、主に Gowin PSRAM Memory Interface HS IPのネットリス

ト・ファイル、リファレンス・デザイン、制約ファイル、デバウンスモジュール、トップレ

ベル・ファイル、およびプロジェクト・フォルダなどが含まれています。

表 9-3 Ref. Designフォルダのコンテンツ一覧

名称 説明

psram_syn_top.v リファレンス・デザインのトップ・モジュール

key_debounce.v デバウンスモジュール

psram_test.v スティミュラス生成モジュール

PSRAM_Memory_Interface_HS.vo Gowin PSRAM Memory Interface HS IPのネットリスト・フ
ァイル

psram.cst 物理制約ファイル

psram.sdc タイミング制約ファイル

psram.gao PSRAMデータをキャプチャ

PSRAM_Memory_Interface_HS PSRAM HS IPのプロジェクト・フォルダ

9.3 リファレンス・デザイン

IPUG943-1.5J 30(30)

9 提供されるファイル
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